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訳

　
油
え
る
囮
溝
唄
』

　
宜
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
聞
か

れ
た
第
四
回
世
界
の
ヴ
チ
ナ

ー
ン
チ
ュ
大
会
に
十
四
、
十

五
の
両
日
、
参
加
し
た
。
大

ボ
リ
ュ
ー
ム
で
演
奏
さ
れ
て

い
る
野
外
音
楽
ス
テ
ー
ジ
を

取
り
囲
ん
だ
観
客
席
、
各
国

の
物
産
展
、
さ
ま
ざ
ま
な
出

店
に
カ
フ
フ
ル
な
服
装
を
し

た
人
の
波
・
…
物
珍
し
さ
に

カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

し
ま
く
っ
た
。

　
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で
大
成
功
し

ど
こ
⑩
で
も

菅
波
　
茂

た
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
が
紹
介

さ
れ
て
い
た
。
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
困
窮
し
た
沖
縄
経

済
を
、
海
外
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
が
送
金
し
て
支
え
た
事

実
も
聞
い
た
。
全
世
界
か
ら

一
時
帰
国
し
た
移
民
の
人
た

ち
を
大
歓
迎
し
て
、
沖
縄
の

人
た
ち
が
集
い
交
流
す
る
ウ

ユンチ世界のウチナー
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
が
う
ら

や
ま
し
か
っ
た
。

　
こ
の
人
間
関
係
は
無
形
の

財
産
だ
と
思
っ
た
。
沖
縄
県

で
は
当
た
り
前
だ
が
、
血
縁

共
同
体
社
会
で
は
な
い
日
本

の
他
の
都
道
府
県
で
は
不
可

能
で
あ
る
。

　
　
「
県
人
会
長
・
新
ウ
チ
ナ

ー
民
間
大
使
会
議
」
の
表
彰

式
と
懇
親
会
が
あ
っ
た
十
四

日
夕
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
機

会
を
い
た
だ
い
た
。
第
二
回

沖
縄
平
和
賀
受
賞
か
ら
二
ヵ

月
後
に
発
生
し
、
二
十
二
万

人
以
上
の
死
者
が
で
た
ス
マ

ト
ラ
島
沖
大
地
震
・
津
波
の

被
災
者
救
援
活
動
に
、
副
賞

の
一
千
万
円
を
活
用
さ
せ
て

も
ら
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
感

謝
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
沖
縄
県
支
部
と

九
力
国
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
部
が

合
同
で
百
人
以
上
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
を
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド

の
被
災
地
に
派
遣
で
き
た
こ

と
だ
。
今
後
の
中
南
米
の
自

然
災
害
被
災
者
救
援
活
動

に
、
中
南
米
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
ネ
ッ
ト
フ
ー
ク
に
よ
る

支
援
の
お
願
い
を
し
た
。

　
大
会
か
ら
一
刀
月
後
の
十

一
月
後
半
、
ホ
リ
ビ
ア
の
サ

ン
タ
ク
ル
ス
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
中

南
米
地
区
国
際
会
議
を
開
催

す
る
予
定
だ
。
目
的
は
中
南

米
に
お
け
る
自
然
災
害
被
災

者
救
援
活
動
体
制
の
強
化
。

大
会
の
会
場
で
は
、
第
二
回

沖
縄
平
利
質
受
賞
団
体
と
し

て
、
海
外
県
人
会
長
や
民
間

大
使
の
方
々
と
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

と
海
外
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と

の
協
力
体
制
」
に
つ
い
て
積

極
的
に
意
見
交
換
を
す
る
こ

那覇空港から中南米へも
と
が
で
き
た
。

　
災
害
と
い
う
不
条
理
の
世

界
に
放
り
出
さ
れ
た
人
た
ち

は
「
な
ぜ
こ
ん
な
目
に
道
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

と
嘆
く
。
「
あ
な
た
を
見
放

さ
な
い
、
あ
な
た
を
見
捨
て

な
い
、
あ
な
た
を
見
限
ら
な

い
」
と
の
緊
急
人
道
支
援
活

勣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
こ
そ
最
大

の
連
帯
で
、
絶
望
か
ら
希
望

へ
の
転
換
と
な
る
。
そ
の
最

良
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
被
災
現

場
へ
の
参
加
だ
。

　
　
「
な
ぜ
あ
な
た
は
私
を
助

け
る
の
か
」
の
問
い
に
「
友

だ
か
ら
」
が
血
縁
共
同
体
社

会
の
答
え
で
あ
る
。
そ
し
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
津

波
緊
急
医
療
支
援
活
動
で
巡
回

診
療
中
の
比
屋
根
勉
医
師
（
右
）

　
　
＝
７
月
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供
）
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さ
ら
に
続
け
た
い
。
「
困
っ

た
と
き
に
助
け
て
く
れ
る
の

が
真
の
友
で
あ
る
」
と
。

　
　
「
緊
急
人
道
支
援
活
動
」

に
関
し
、
沖
縄
と
の
出
会
い

は
十
年
前
だ
っ
た
。
当
時
、
沖

縄
県
国
際
都
市
形
成
推
進
室

長
だ
っ
た
宮
城
正
治
氏
、
上

原
良
幸
氏
（
現
企
画
部
長
）
が

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
（
岡
山
県
）
を

訪
問
さ
れ
て
か
ら
だ
。
目
的

は
「
那
覇
空
港
を
沖
縄
か
ら

世
界
に
向
け
た
緊
急
人
道
支

援
の
空
港
に
す
る
」
た
め
の

協
力
依
頼
だ
っ
た
。

　
以
後
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
沖
縄
県

支
部
が
大
仲
良
一
先
生
（
沖

縄
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
長
）
を

支
部
長
と
し
て
一
九
九
五
年

に
発
足
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ペ
ル

ー

支
部
は
ウ
チ
ナ

ー

ン
チ
ュ
ニ

世
の
ヤ
マ
ニ
ハ
先
生
を
支
部

長
と
し
て
九
六
年
に
発
足
し

た
。
　
ハ
リ
ケ
ー
ー
ン
「
ミ
ッ
チ
」

　
兄
八
年
）
、
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
大
地
震
（
二
〇
〇
一

年
）
、
グ
ア
テ
マ
ラ
豪
雨
（
○

五
年
）
、
今
年
七
月
の
ジ
ャ

ワ
島
津
波
に
よ
る
被
災
者
緊

急
救
援
活
動
を
と
も
に
実
施
。

し
た
。
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
に

よ
る
緊
急
人
道
支
援
は
す
で

に
「
聞
か
れ
た
結
い
の
精

神
」
の
下
に
開
花
し
て
い

る
。
　
海
外
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
人

道
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

と
那
覇
空
港
と
の
直
結
が
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
し
て
の
沖
縄
県

に
対
す
る
回
答
で
あ
る
。
あ

と
三
年
で
可
能
と
な
る
。
沖

縄
平
和
賞
を
創
設
し
た
稲
嶺

恵
一
知
事
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
名
誉

顧
問
と
し
て
ご
指
導
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ア
ム
ダ
）
理
事
長
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こ
の
連
載
は
毎
月
第
四
日

曜
日
に
掲
載
し
ま
す
。
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